
1－C－8  1997年度日本オペレーションズ・リサーチ学会  

秋季研究発表会  

予備晶の保管数量対管理コストの分析  

法政大学＊山羽敦弓 Ⅶ岨鋸atsu笹mi  

Ol試咲）70 法政大学 若山邦紘 冊mY鋤肌k皿ihiro  

1．研究目的  

高速道路の開通延長は5600キロに達し、我が国の  

流通や国民生活への影響も年を追うごとに益々大きく  

なってきている。このように高速道路網が充実し、利  

用頻度が向上してくると、一一働癖設調達費用と比  

較して、以後継続的l激する保守費用が無視できな  

くなる。また、利用者の高速道路のソフト面でのサー  

ビス施設に対する関心も高まり、より高いレ～レのサ  

ービスが求められるようになってくる。   

日本道路公団では頸在、可変式道祐情報板・交通量  

計測設備等のソフト面でのサービス施設に関して「高  

いトービス・低い管理経費」という基捌こ運  

営を進めてきているが、東京第二管理局・三郷管哩事  

務所管内において、施設保持の為に使用される機誇の  

取り替え備品（予備晶）の保管姐こ関して、現状で  

は各部品1個ずつ保管しているのだが、現在まで3年間  

稼動した内、「産も使用されていない部品も有り、現  

状の保管数量が妥当であるのかが間頓祝されるように  

なってきた。   

このような萌状認識の下で、予麻晶の今後の必要取  

り替え数量、それに対する管理経費、利用者へのサー  

ビス性酬に焦点をあわせ、機能使用が  

異なる部品が混在する状況の中で、各部品に対して「現  

在の取り替え方式は適切なのかJ、儲備のサー  

ビス性を一定に保つために必要な予備品数皇と管理コ  

ストの関係はどうなるか」、「予備晶の保管数量は幾  

つか」といった間簡瑚玖こ、モデルを作成することを  

縦。   
最初に断レから今後の取替数量を算出し、現  

在行なオオしている取替方式が最適かどうカ嘩予  

備品の保管数量・管理コスト・機能停止時間の相関分  

析、予備晶の保管教皇の決定を行なった。   

2．モデル解析手酷   

今後の取り替え数量を故障率の推移かう稚測する方  

法を取る為、取り替えモデルの再生方程式を用いる。  

・再生方短式   

q（t）＝f（t）’十∑f（t－i）q（i）   

Q（t）＝ml（t）   

Q（t）：取り替え数量，q（t）：取り替え率，   

f（t）：故障確率密度，m：機敏，   
t：時間（年）（t≧0）   

今回、執障豹匹一一定なものと思われる電球関係の備品  

i端数分布に従い、その他の部品は故障率が増加しワ  

イプル分布に従うものとした。故塵率が増加するもの  

の故障率は過去3年間のデータから算出できない為、  

直線的に増加し、寿命についてはアーレスの寿命表か  

ら10年以上と仮定した。寿命・取り替え数影）決定方  

法は図1のフローチャートに示九   

図1：取替数量決定のアルゴリズム   

上のアルゴリズムにより年間取り替え数量を決定し、  

得られた年間取り替え教皇から、計画期間10年とした  

ときの事後取り替え方式と一一斉取替柿）年間平均期  

待費用を算出し、どちらの取り替え方式が最適か比較  

検討する。  
予備品数皇・管理コスト・機能停止時間の関係につい  

て、期待取替数量を基に予備晶が足りているときと不  

足しているときの費用項目・停止時間項目の構造を分  

析し、実際に発生する各種費用・停止時間を積み上げ  

る詳細な計算を行うことにより、「予備品数皇対管理  

コスト」、「予備品数量対機能停止時軌、職能停  

止時間対管理コスト」の関係をそれぞれ表し、予備晶  

の年間必要数皇の決定を行った。  
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最後に予備晶の年間必要数皇を基に、発注経費・購  

入経費・保管経費を考えることにより、単軸寺間（1  

日）当たりの保管数量の決定をした。一   

3∴結果   

本研究では分析対象項目として、高速道路上の設備  

「可変柵の部品15種類、「交通量計測  
設備」の部品9種類を取り＿出耽   

本概要では代表として「可変式道路情糊熟の部品  

「RSI－A脚勧ゆ」噺   
取り替え数量は次の図に示す通り、年々数が増して  

いることがわかる。  

図5：機縦倍止鳴愕崗管理コスト   

図3、図4から、取り替え数量に対して予備品数量が  

足りているときと、不足しているときでは、グラフの  

形態が全く異なっていることが分かる。機能停止時間  

対管理コストのグラフは、分析前「管理コストをかけ  

ればかけるほ増発能停止時間が下がる」と予想してい  

たのだが、図5の解こ、予備品数量というパラメータ  

をグラフに載せることにより、「Cカープ」という面  

白いグラフを得ることが出来ブ㌔図からわかる通り、  

予備品の年間必要組ま取り替え数量の」、数点以下切  

り上げわ値が最適だといえる。  

予備晶の保管敷勤も現状1個保管しているが、今後  

も1個保管すれば良いと判明した。   

4．考察   

本分折では過去のデ」タが3年分しかなく、予騰晶の  

榊寿命を仮定・「般的なものを引用した  
が、この部分がデ」タから得ることが出来緑風本分  

析結果と異なる結果を得ることが予想される。また、  

予騰品数量・管理コスト・機能停止時間の関係は「C  

カープ」を得たが、他の設備では異なる結果が得られ  

ると予想される。   
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図2：取り替え数量の推移  

取り替え方式は、鰍いる事後取り替え方式  

が経済的に最適な取り替え方式だと判明した。また、  

発注政策次第で一斉取り替え方式が事後取り替え方式  

よりも適切な取り替え方式になりうるという可能性も  

稚掛値れた。   

予備品数量・管理コスト・機能停止時間の関係は図3、  

図4、図5の関係になっている。これは取り替え数量：  

2．57（10年目）のときの比較結果である。  

図3：予臓品数皇対 図4：予備品数量対  

管理コスト  機能性止時間  
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